
令和４年度 第２回小中一貫教育小規模校全国連絡協議会 

令和４年７月４日午後１時半（オンライン） 

【参加校】 

宮島学園（広島県廿日市市立宮島小中学校）  

まつのやま学園（新潟県十日町市）   

滋賀県長浜市立余呉小中学校（鏡岡学園）   

奈良市立田原小中学校   

京都大原学院（京都市立大原小中学校）   

広島市立阿戸小中一貫教育校 

 

１ 会長挨拶 

宮島学園校長先生よりご挨拶をいただきました。 

 

２ 講師ご紹介（サミットで講演していただく先生にお越しいただきました） 

京都も天候が安定しない。気温差も激しく子どもたちの体調を心配している。協議会にも参

加できてうれしい。内外教育の１ページ目に宮島学園主催のサミットの記事を寄稿している。

７月１２日の発行。 

 

３ 学校の様子（各校代表より） 

宮島学園  

６月初旬に運動会を開催した。With コロナの中熱中症対策をして開催。保護者からは賛否

両論。保護者地域の思いをどのようにつなげていくのか。水泳教室のスタート。これまでの



指導では行き届かないとの実感。今の時代に即した内容にしたい。広島では水泳指導の実施

は学校判断。小学校の大規模校では避ける傾向。宮島では地域の行事がどんどん戻ってきて

いる。アフターコロナの学校の姿を模索する必要があると考えている。 

 

まつのやま学園 

５月２８日（土）に運動会を開催。１日から４日、９年生が関西方面への修学旅行開催。顔

を合わせて交流がしたいと思う。中体連の試合・定期テストが終わり一息といった時期。部

活動などの行動制限などなくなりつつある。コロナについてはもとに戻ってきたが、ここに

きて感染者が若干増えてきた。熱中症にも気を付けながら、子どもたちの安全に気を付けて

いきたい。 

 

余呉小中学校 

６月初旬、６年生が奈良に修学旅行に行き、田原小中学校との交流が行えた。市教委より ICT

強化、ICT 利用での学力向上を図る。研究授業でも ICT 利用をしていく。他校の ICT 利用

を参考にしたい。コロナより熱中症対策が必要。マスク着用についてもどのように指導して

いくのか。８年生の職場体験、本校は実施できる。 

中体連の試合も今年は実施できそう。 

 

田原小中学校 

市教委からは熱中症についての指示が多い。暑さのため、金曜日事前に土日活動をしないよ

うにとの連絡があった。１日３回以上定点観測。 

コロナについては少しずつ緩和されている。給食の飛沫防止カバーも希望制に。 



 

京都大原学院 

三千院学習会の説明会を本日実施。先日「ブラタモリ」で大原が紹介された。大原の保護者

がタモリさんを案内。NHKの「ほっと関西」でオオムラサキの放蝶会の紹介が放映された。

しばづけなど売り切れるなど大原に活気が戻ってきた。６月に運動会実施。保護者も参観可。

地元の区民運動会開催予定。 

 

阿戸小中学校 

５月２５日、小中合同で運動会開催。保護者のみ参加可。地域の方から阿戸の盆踊りを指導

していただき、お囃子を地域の方にしていただいた。半日の日程。広島市でも水泳指導に対

する通知が出た。担任だけでなく複数人で監視・見守り体制を組む体制づくりをしている。

ICT でも１人１台のタブレットをもち、夏休みには家庭に持ち帰りを行った。「Art が阿戸

にやってきた」と題して、渋谷駅にあった岡本太郎作の壁画を借りて展示を行った。 

 

３ 第７回小中一貫教育小規模校全国サミット in 宮島について 

１０月の宮島学園でのサミットを対面で行うための協議を行いました。 

 

４ その他 

 


